
区分 経費区分

実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

 国庫 起債
その他
特定
財源

 一般
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

文化財指定促進事業 継続 政策的経費 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に 教育振興基本計画 ○ ○ H26 4 17,312 4,638 12,674 ○

福井の文化財緊急修理事業 継続 政策的経費 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に 教育振興基本計画 ○ H27 3 28,766 28,766 ○

丸岡城国宝化推進事業 継続 政策的経費 日本のふるさと・ピースフル（Peaceful）福井 ○ Ｈ27 2 3,900 3,900 ○

一乗谷朝倉氏遺跡整備・活用推進事業 継続 政策的経費 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に 教育振興基本計画 ○ S42 50 42,008 20,621 21,387 ○

埋蔵文化財調査センター移転整備事業 継続 政策的経費 ○ Ｈ28 2 29,690 13,729 186 15,775 ○

選定図書学校巡回事業 継続 政策的経費 福井から人材育成 教育振興基本計画 ○ H28 2 11,546 11,546 ○

「白川文字学」普及・研究促進事業 拡充 政策的経費 福井から人材育成 教育振興基本計画 ○ H19 11 11,169 11,169 ○

ふるさと文学館費 継続 政策的経費 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に ○ H23 7 47,661 773 46,888 ○

青少年体験活動施設整備事業 継続 政策的経費 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に 教育振興基本計画 ○ H24 6 99,848 89,000 10,848 ○

鯖江青年の家耐震補強・改修事業 新規 政策的経費 ○ H29 1 35,063 32,000 3,063

8 3 326,963 38,988 121,000 959 166,016 1 8

 財源内訳

平成２８年度事業評価結果(課・室)総括表
会計区分 一般会計

課・室名 生涯学習・文化財課 （単位：千円）

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応

平成
２９年度
予算額

事            業           名
福井ふるさと元気宣言

における位置付け
関連する県の計画等

事業区分

事業
開始
年度

経過
年数



課長名

■ 政推枠 〔 〕 ■ ■ H26 年度

〔 〕 ■ ■ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 4 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

13,916 20,755

725 8,567 13,502

426 8,341

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

(10) (10) (10)

10 11 14

35 45

渡辺利章

国　庫

［事業目的］

○指定候補文化財の調査
（大音家文書・三方石観音の御手足・大滝地区文化財・小浜放生祭ほか）
○文化庁調査官の招聘
○文化財調査特別顧問の配置

文化財指定促進事業

区分 継続 経費区分

実行予算

17,312 4,638 12,674

外

関連する県の計画等

本県の長い歴史の中で育まれ、今日まで守り伝えられてきた県民の財産である文化財の保存を図るとともに、地域づくりや観光への活用を図るため、文化財の国指定
等を推進する。

H31

ビジョン

生涯学習・文化財課シーリング

そ の 他

政策的経費 課名

県　単 補 助 金

部局名 教育庁

事業
開始
年度

（単位：千円）

事業終了
予定年度

政　　策 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に

教育振興基本計画 その他

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

元気な県政
事 業
区 分

［予算額の推移等］

当 初 予 算 額 の 推 移 17,312 25,955 18,033
・放生祭調査を県主体事業から小浜市への補助金としたため
・平成28年度で調査完了した調査事業があるため（大般若経・湯尾峠
の測量）

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標 新指定文化財の件数
(目標) (10) (10) (10)

実績

活動指標 文化財調査件数
(目標)

実績

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 事業主体 県

事業実施方法 直営

補助率
予算額

-1-



課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

事　業　評　価

事      業      名 文化財指定促進事業 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 渡辺利章

［事業の必要性・要求の背景］

舞鶴若狭自動車道の全線開通、26年度末の新幹線金沢開業など、高速交通体系の整備が進んでいることから、本県の新たな観光振興・地域づくりに文化財を活用する
ため、その核となる文化財の国指定等を推進する。今後、観光活用等の格となる文化財の指定を加速化するための調査を実施する。

［受益者数］ ［想定される受益者数］

一般県民

他県の状況 ― 前事業の有無・実績

事業名

（実績）

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況 市町職員も調査に関わってもらう。

事業名

（役割分担）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

民俗や古文書の事前調査に着手するとともに、名勝分野においては
「おくのほそ道の風景地（気比神宮）」の測量調査を実施。

―

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

-2-



課長名

□ 政推枠 〔 〕 ■ □ H27 年度

〔 〕 ■ ■ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 3 年

歴史的魅力にあふれた文化財群を修理・整備することにより、福井県の魅力発信する手段として活用する。

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

5,500 34,007

4,803 19,171

2,584

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

(2)

2 2

補助

補助率 （国指定）事業費の1/6（県指定）事業費の1/2　
予算額

一般財源 事業主体 各市町

事業実施方法
28,766 28,766

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他

実績

文化財は「文化財保護法」に基づいて、適切な保存・活用を図ること
が重要である。指定文化財については、国の補助制度等を利用しなが
ら保存・活用を図り、観光振興などに活用する。実績

活動指標 補助金の交付件数
(目標) (3)

成果指標
(目標)

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 28,766 28,766 28,766

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

（単位：千円）

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

［事業目的］

事業終了
予定年度

政　　策 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に

　文化財活用には修理・整備が不可欠であるが、指定の迅速化の一方、修理・整備が取り残され、修理に着手できない文化財が数多く存在する。そのため、国の重要
文化財に指定されているなど福井を代表する文化財のうち、崩壊の危機など緊急性の高いものにかかる修理事業を支援する。

　　○柴田氏庭園　  ：　「北陸道と北前航路」・・・庭園の荒廃、書院・居宅は崩壊の危機
　　○旧木下家住宅　：　「里地里山」・・・・・・・崩壊の危機

H31

ビジョン 元気な県政
事 業
区 分

関連する県の計画等 教育振興基本計画 その他 そ の 他

福井ふるさと元気宣言
における位置付け 県　単 補 助 金

渡辺　利章

事業
開始
年度

部局名 教育庁

国　庫 実行予算

福井の文化財緊急修理事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 課名 生涯学習・文化財シーリング 外

-3-



課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

休止 □ 完了

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

　
柴田氏庭園、旧木下家住宅は平成27年度に事業を着手。
・柴田氏庭園・・・・解体工事および発掘調査、植栽整備
・旧木下家住宅・・・解体工事および発掘調査、組立工事

―

□ 拡充 □ 縮減

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況 県が文化庁との連絡調整を行い、市町の事業を支援

事業名

（役割分担）

他県の状況 ― 前事業の有無・実績

事業名

（実績）

［事業の必要性・要求の背景］

文化財の活用には修理・整備が不可欠であるが、財政面の問題から修理を先延ばしにしてきたがために、崩壊など文化財そのものの存続危機があるものが数多く存在
する。歴史的魅力にあふれた文化財群を観光振興など地域活性化に活用するためには、文化財の修理・整備事業を計画的に進める必要がある。

［受益者］ ［想定される受益者数］

一般県民

事　業　評　価

事      業      名 福井の文化財緊急修理事業 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財 渡辺　利章
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課長名

■ 政推枠 〔 〕 □ □ Ｈ27 年度

〔 〕 ■ ■ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 2 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

3,000

1,874 3,000

1,272

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

(2) (3)

2 2

丸岡城国宝化推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 課名 生涯学習・文化財課シーリング 外 渡辺利章

事業
開始
年度

部局名 教育庁

国　庫 実行予算

関連する県の計画等 その他 そ の 他

福井ふるさと元気宣言
における位置付け 県　単 補 助 金

［事業目的］

事業終了
予定年度

政　　策 日本のふるさと・ピースフル（Peaceful）福井

我が国に現存する１２天守のうち最古の天守を持つ丸岡城について、建築史の調査等を実施することで、国宝指定を推進し、その歴史的価値を高めて、より一層の観
光振興や地域の活性化を図る。

Ｈ30

ビジョン 元気な県政
事 業
区 分

丸岡城天守の建築年代や建築史上の特徴を明らかにするため、県と坂井市が連携して調査等を行う。
　○調査研究委員会の設置、科学的年代測定調査実施等
　　・建築史や建造物等の専門家からなる調査研究委員会の設置
　　・建築時期特定のための科学的年代測定調査の実施
　　・放射性炭素年代測定を実施
　　・建築史上の意義を明らかにするため古文書や全国の城郭等建造物比較調査等の実施
　○文化庁との協議、松江城等の現地調査

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

当 初 予 算 額 の 推 移 3,900 600 ・昨年度からの調査内容をもとに、委員会から国宝化に向けたさらなる

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 調査が必要である。との指導があった。また、石瓦や構造等の調査は、

決 算 額 の 推 移 丸岡城の建築年代を補強するものである。

実績

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標 国宝
(目標)

国宝化を目指す

実績

［財源内訳・事業主体等］

活動指標 委員会の開催数
(目標) (3) (3)

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 事業主体 坂井市

事業実施方法 補助
予算額 3,900 3,900

補助率 県１／２

-5-



課長名

■ 無

□ 有

□ 無

□ 有

事　業　評　価

事      業      名 丸岡城国宝化推進事業 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 渡辺利章

［事業の必要性・要求の背景］

・丸岡城の国宝化を目指した本格的な学術調査の実施し、新たな知見が得られることにより、新たな観光振興や地域づくりに活用できる。

［受益者］ ［想定される受益者数］

他県の状況

【松江城】
・平成２２年２月「松江城国宝化推進室」設置
・平成２２年７月第１回「松江城調査研究委員会」開催
・平成２２年７月～　　学術調査実施
・平成２７年５月　文化庁文化審議会答申
・平成２７年７月　松江城国宝指定

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況

事業名

（役割分担）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

・放射性炭素年代測定の実施（天守床下等の柱）
・年輪年代調査の実施（天守内の木製品）
・加工痕および擦本調査

・前年度実施した柱等の部材の年代測定や加工痕等の調査
結果をもとに、平成２９年度は構造調査、石瓦調査、構造
調査などを実施し、丸岡城天守の建築時期の特定・特徴を
解明する。

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他
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課長名

□ 政推枠 〔 〕 ■ ■ S42 年度

〔 〕 ■ □ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 50 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

59,887 46,538 54,345 58,619

58,362 46,999 35,009 38,264

55,806 43,284 34,611

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

(740,000) (790,000)

670,200 687,200 1,079,500

(350)

4,560 450 2,000

20,62142,008
直営

補助率
予算額

一般財源 事業主体 県

事業実施方法
21,387

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他

研究協議会にて策定された短期計画に基づく。

実績

平成32年度までに100万人を目指す。

実績

活動指標 発掘・復原面積
(目標) (500) (2,000)

成果指標
一乗谷朝倉氏遺跡来訪者
数

(目標) (840,000) (890,000)

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 42,008 42,008 42,008
研究協議会にて短期計画が策定され、復元整備事業の見直しがされた
ため、事業費減

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

「特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘・整備基本計画」に基づき、発掘調査および環境整備等をおこなう。

○発掘調査事業(２８，０３４千円）・・・・・・・・・学術的な発掘調査を実施し、戦国城下町の人々の生活様式等を解明する。

○復原整備事業（８，２５６千円）・・・・・・・・発掘調査成果を受けて、検出した遺構の保存を行いながら、当時の様子を復原する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（復原箇所：西山光照寺地区　2,500㎡）

○重要文化財保存修理事業（５，７１８千円）・・・・朝倉氏遺跡出土の重要文化財の保存処理を行う。

［予算額の推移等］ （単位：千円）
区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

［事業目的］

事業終了
予定年度

政　　策 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に

全国的にもまれな規模と内容をもつ戦国城下町である一乗谷朝倉氏遺跡は、「朝倉氏遺跡研究協議会」の指導のもと、その価値を高めるために発掘調査および環境整備
を実施し、福井県民をはじめ全国から訪れる見学者のために、生きた歴史教育・生涯学習の場として活用される史跡公園の整備を目指す。

H31

ビジョン 元気な県政
事 業
区 分

関連する県の計画等 教育振興基本計画 その他 そ の 他

福井ふるさと元気宣言
における位置付け 県　単 補 助 金

渡辺　利章

事業
開始
年度

部局名 教育庁

国　庫 実行予算

一乗谷朝倉氏遺跡整備・活用推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 課名 生涯学習・文化財シーリング 外
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課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

休止 □ 完了

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

・上城戸跡発掘調査
・西山光照寺跡整備工事

―

□ 拡充 □ 縮減

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況 発掘・環境整備は県が実施し、福井市が管理を行う

事業名

（役割分担）

他県の状況 ― 前事業の有無・実績

事業名

（実績）

［事業の必要性・要求の背景］

・日本を代表する戦国時代の城下町として発掘調査を行い、それに基づいた整備を行う。
・整備された一乗谷を訪れる見学者に、遺跡博物館として「生きた歴史体験場」を提供し、郷土や日本の歴史認識の一助とする。
・福井市街からほど近く自然環境も優れていることから、遺跡保存を前提に観光や公園として県民に憩いの場を提供する。

［受益者］ ［想定される受益者数］

一般県民

事　業　評　価

事      業      名 一乗谷朝倉氏遺跡整備・活用推進事業 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財 渡辺　利章
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課長名

□ 政推枠 〔 〕 ■ ■ Ｈ28 年度

〔 〕 ■ □ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 2 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

1,473

1,152

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

区分 継続 経費区分 政策的経費 外

［財源内訳・事業主体等］

成果指標
(目標)

シーリング

直営

補助率 国１／２

一般財源 事業主体 県

事業実施方法
15,775予算額 29,690 18613,729

区分

実績

事業費 国庫 起債 その他

活動指標
(目標)

平成３１年度までに移転整備を完了する

実績

当 初 予 算 額 の 推 移 29,690 30,590 167,503

管理費1,776千円含む

決 算 額 の 推 移

春江工業高校跡地へ移転する自治研修所施設を活用し、現埋蔵文化財調査センター、こども歴史文化館等に分散して収蔵している出土遺物を集約化する。

センター本部（一乗谷朝倉氏遺跡資料館と併設）と城東収蔵庫（こども歴史文化館内）等に収蔵している出土遺物および事務所・遺物整理作業機能を自治研修所跡地
へ移転して、１箇所に集約する。
 
○自治研修所（管理棟・宿泊棟）→　収蔵庫として活用
○自治研修所（研修棟）　　　　→　事務所・遺物整理作業場として活用

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

関連する県の計画等 その他 そ の 他

［事業目的］

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

政　　策 県　単 補 助 金 Ｈ31
事 業
区 分

国　庫 実行予算

埋蔵文化財調査センター移転整備事業

部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 渡辺利章

福井ふるさと元気宣言
における位置付け

ビジョン
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課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有 事業名

他県の状況 ―

［事業の必要性・要求の背景］

発掘調査に伴って出土した遺物を保管する収蔵スペースが不足しつつあり、また、職員等においても勤務場所が分散している。
遺物収蔵庫および職員等を一か所に集約することにより、遺物の適正管理や作業の効率化を図る。

［受益者］

一般県民

事　業　評　価

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

宿泊棟の設計 ―

□ 拡充 □ 縮減

前事業の有無・実績

（実績）

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況 ―

（役割分担）

事業名

事      業      名 埋蔵文化財調査センター移転整備事業 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 渡辺利章

［想定される受益者数］
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課長名

■ 政推枠 〔 〕 □ ■ H28 年度

〔 〕 ■ □ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 2 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

19,135

19,135

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

23.8 20.8 14.0 16.6

(265)

265

11,546
直営

補助率
予算額

一般財源 事業主体 県

事業実施方法
11,546

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他

(264)
小学校191、中学校74

実績

平成31年度までに10％以下を目指す

実績

活動指標 セットの貸出学校数
(目標) (264) (264)

成果指標
平日、全く読書をしない
児童の割合（％）

(目標)

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 11,546

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

　１　学校への図書巡回貸出（９，５６９千円）
　　　○教師と司書の選んだ図書を学級の人数分のセットで整備し、県内全小中学校へ巡回貸出
　　　　ア 選書：学校と県立図書館が選んだ２０冊のリストから、県内５ブロックで小中学校の各学年の児童生徒に読ませたい図書を１冊選定
　　　　イ 貸出：県立図書館で学校巡回文庫のセットを整備（6,480冊）し、県内全小中学校にクラス単位で巡回貸出

　２　運動会等の学校行事を外して読書に集中できるよう、巡回冊数を追加（１，９７７千円）
　　　○小学校の巡回エリアを２エリア増やし（2,244冊）、児童が１作品を読み切るための授業日数を確保

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

［事業目的］

事業終了
予定年度

政　　策 福井から人材育成

　司書や教師が勧める良書を学校に巡回させ、一冊を読み通す授業を導入することにより、学校、図書館、家庭が一体となった県民の読書活動を推進し、読書の好き
な児童生徒を育成する。

H29

ビジョン 元気な社会
事 業
区 分

関連する県の計画等 教育振興基本計画 その他 そ の 他

福井ふるさと元気宣言
における位置付け 県　単 補 助 金

渡辺利章

事業
開始
年度

部局名 教育庁

国　庫 実行予算

選定図書学校巡回事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 課名 生涯学習・文化財課シーリング 外
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課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

□ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

休止 □ 完了

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

図書12,960冊を整備し、全小中学校において巡回貸出
運動会等の学校行事を外して読書に集中できるよう、巡回
冊数を追加

□ 拡充 □ 縮減

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況
・県内５ブロックで、小中学校、市町教育委員会、市町立図書館との
連絡会を開催

事業名

（役割分担）

他県の状況 ― 前事業の有無・実績

事業名

（実績）

［事業の必要性・要求の背景］

・「読書が好き」な児童・生徒の割合が全国に比べて低い
　　　読書が好きな割合　小学校　Ｈ２６　７１．０％（全国７３．０％）⇒Ｈ２７　７１．５％（全国７２．８％）
　　　　　　　　　　　　中学校　Ｈ２６　６８．５％（全国６９．４％）⇒Ｈ２７　６６．０％（全国６７．９％）
・県内の全小中学校で全校一斉読書が実施されているが、選書は児童生徒個人の能力に任されており、読む本を選べない子や、ライトノベル等の軽くて刺激的な本し
か読めない子は、良書に出会う機会がない。
・学校の授業では、教科書の教材文を活用して読解力等の基礎学力を育成しているが、一人一人の主体的な読書につなげる指導が不十分である。

［受益者］ ［想定される受益者数］

小学校・中学校の児童・生徒

事　業　評　価

事      業      名 選定図書学校巡回事業 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 渡辺利章
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課長名

■ 政推枠 〔 〕 □ ■ H19 年度

〔 〕 ■ □ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 11 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

6,942 8,598 10,793 20,479

6,942 8,698 10,887 21,411

6,610 8,192 9,187

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

10,855 10,563 11,219

3,350 3,833 3,828

11,169
直営

補助率
予算額

一般財源 事業主体 県

事業実施方法
11,169

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他

実績

平成31年度までに2万人を目指す

実績

活動指標
漢字学習講座等への参加
者数

(目標)

成果指標
「白川文字学の室」入室
者数

(目標)

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 11,169 11,169 11,169

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

 １　書写・書道指導員の派遣
　　　新○書写・書道について実技指導の補助が必要な学校に書道団体と連携し、外部指導者を派遣
　　　　○親子書道教室等の開催
 ２　第５回「白川静漢字教育賞」の開催
　　　　○平成２９年１１月１１月初旬
 ３　教員の指導力向上と白川文字学の普及
　　　　○指導力、授業内容の向上
　　　　　　漢字指導者の養成、白川文字学ゼミの開催、児童用副読本の配布等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

［事業目的］

事業終了
予定年度

政　　策 福井から人材育成

　白川文字学を活用した本県独自の漢字学習を学校において実践普及するとともに、全国の漢字教育をリードする拠点として、漢字教育に係る優れた事例や研究成果
を県外へ発信し、白川文字学の普及促進を図る。

H31

ビジョン 元気な社会
事 業
区 分

関連する県の計画等 教育振興基本計画 その他 そ の 他

福井ふるさと元気宣言
における位置付け 県　単 補 助 金

渡辺利章

事業
開始
年度

部局名 教育庁

国　庫 実行予算

「白川文字学」普及・研究促進事業

区分 拡充 経費区分 政策的経費 課名 生涯学習・文化財課シーリング 外
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課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

休止 □ 完了

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

・「白川文字学の室」のリニューアル
・白川静博士没後十年記念フォーラム開催

書写・書道教育を推進するため、書写・書道指導員を学校
へ派遣

■ 拡充 □ 縮減

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況
白川文字学に関する出前講座を公民館で実施

事業名

（役割分担）

他県の状況 県独自の漢字教材を使用している事例はない。 前事業の有無・実績

事業名

（実績）

［事業の必要性・要求の背景］

・白川文字学を活用した本県独自の漢字学習を学校での実践普及とともに、漢字教育に係る優れた事例や研究成果を県外へ発信し、全国をリードする拠点となること
を目指す。また、子どもから大人まで漢字の成り立ちを学ぶ白川文字学の普及促進を図る。また、白川文字学についての研究も進め、学んだ成果を発信する。

［受益者］ ［想定される受益者数］

児童・生徒、広く一般県民

事　業　評　価

事      業      名 「白川文字学」普及・研究促進事業 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 渡辺利章

-14-



課長名

□ 政推枠 〔 〕 □ ■ H23 年度

〔 〕 ■ □ 経過年数 年度

〔 〕 ■ □ 7 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

32,600 596,217 43,700 45,023

59,549 544,355 43,765 45,015

57,965 528,139 38,414

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

(70,000) (70,000)

21,320 81,779

(1) (3) (3)

1 3 3

教育庁部局名シーリング 外

［事業目的］

事業終了
予定年度

47,661 46,888773

そ の 他

ふるさと文学館費

区分 継続 経費区分 生涯学習・文化財課政策的経費 課名 渡辺　利章

ビジョン 元気な県政
事 業
区 分

関連する県の計画等 その他

　１　福井ゆかりの作家・作品に関する資料収集および調査研究
　２　企画展の開催、常設展示の更新
　３　各種イベントの開催や、創作活動の支援（教育普及活動）
　４　館の管理運営

福井ふるさと元気宣言
における位置付け 県　単 補 助 金

国　庫 実行予算
事業
開始
年度

　福井ゆかりの作家の著作等を収集し、県民が郷土文学に触れることで、文学に対する意識の高揚や文芸活動の活発化を図る

-

［予算額の推移等］ （単位：千円）

政　　策 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

当 初 予 算 額 の 推 移 47,661
H25　基本設計、実施設計
H26　建築改修工事、展示工事
H27.2.1　ふるさと文学館開館

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標 入館者数
(目標) (70,000) (70,000) (70,000)

実績

活動指標 企画展の開催回数
(目標) (3) (3) (3)

実績

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 事業主体 県

事業実施方法 直営

補助率
予算額
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課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

事　業　評　価

事      業      名 ふるさと文学館費 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 渡辺　利章

［事業の必要性・要求の背景］

　福井ゆかりの作家や福井が登場する文学作品に関する資料を収集、保存し福井の文学を伝承するとともに、それらをわかりやすく展示し福井の文学の魅力を紹介す
ることで、福井の歴史や風土、新たな魅力を再認識してもらい、さらに郷土への理解を深めることを促進する。さらに、講演会や講座などを行うことにより、県民の
文芸活動を支援し交流できる機会を提供する。

［受益者］ ［想定される受益者数］

一般県民

他県の状況
高志の国文学館(富山県）、世田谷文学館（東京都世田谷区）では、企
画展の工夫や著名作家の講演会などにより、利用者増につなげている。

前事業の有無・実績

事業名

（実績）

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況
広報面で県内の文学館施設と連携し、文学館開設や文学への興味関心
を高めた。

事業名

（役割分担）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

H27入館者数　81,779人
年間3回の企画展を開催
・夏季「宇宙のものがたり～かこさとしとめぐる旅～」
・秋季「昭和から未来へのメッセージ」
・春季　松尾芭蕉×俵万智の「新・おくのほそ道展」

―

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

-16-



課長名

□ 政推枠 〔 〕 □ ■ H24 年度

〔 〕 ■ □ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 6 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

25,003 190,368 1,796,723 227,792

25,003 190,368 1,794,585 128,169

25,003 190,368 1,791,946

［成果指標等の推移］

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度

教育庁部局名シーリング 外

［事業目的］

事業終了
予定年度

99,848 10,84889,000

そ の 他

青少年体験活動施設整備事業

区分 継続 経費区分 生涯学習・文化財課政策的経費 課名 渡辺　利章

ビジョン 元気な県政
事 業
区 分

関連する県の計画等 教育振興基本計画 その他

　１　設置場所　あわら市北潟１１字中の河戸地係
　２　敷地面積　５０，６９１㎡
　３　建物概要　（１）構造　　鉄筋コンクリート２階
　　　　　　　　（２）宿泊　　１２０名（定員）
　　　　　　　　（３）面積　　延床３，９６６．６５㎡
　４　プログラム（１）青年の家周辺の自然（北潟湖等）や施設を活かした体験活動　　　カヌー体験教室、カヌー＆サイクリング、星空観察、水質・水生調査
　　　　　　　　（２）地域資源や人材を活用したふるさとを知る体験活動　　　　　　　北前船等地域学習、北潟丘陵地農業体験、北潟湖冬の水鳥観察
　　　　　　　　（３）思考力や精神力等を徹底的に鍛える体験活動　　　　　　　　　　３０km競歩、座禅体験、冬空キャンプ、発展・応用サイエンス教室

福井ふるさと元気宣言
における位置付け 県　単 補 助 金

国　庫 実行予算
事業
開始
年度

　心身ともに健全な青少年の育成を図るため、築４８年を経過し老朽化した「県立芦原青年の家」を移転整備する。

H29

［予算額の推移等］ （単位：千円）

政　　策 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術を身近に

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

当 初 予 算 額 の 推 移 99,848
H24　基本計画　　　　　　　　H25　基本設計、丈量測量
H26　実施設計、工事　　　　　H27　工事
H28　工事、解体設計、開所式　H29　解体工事

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 ２８年度 ２９年度 ３０年度 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標
(目標)

平成２８年７月１６日リニューアルオープンを目指す

実績

活動指標
(目標)

実績

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 事業主体 県

事業実施方法 直営

補助率
予算額
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課長名

■ 無

□ 有

□ 無

■ 有

事　業　評　価

事      業      名 青少年体験活動施設整備事業 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 渡辺　利章

［事業の必要性・要求の背景］

１　施設老朽化
　昭和４１年に設置以来、管理棟やキャンプ場等の施設老朽化のため体験活動に支障が生じてきた。
２　地域資源を活用した施設整備
　北潟湖や丘陵地等を活かしたカヌーや農業体験など新たなプログラムの開発に相応した施設として、また、サイエンスなどニーズに対応した施設とする。

［受益者］ ［想定される受益者数］

　児童生徒のほか家族など各種団体 　宿泊利用者数　　３，６５１人（H28年度）

他県の状況 ― 前事業の有無・実績

事業名

（実績）

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況

１　整備敷地の借受
　　あわら市から敷地を無償提供
２　関連事業の実施
　　あわら市道の整備のほか、当施設駐車場工事を実施

事業名 芦原青年の家管理費

（役割分担）

　本事業は整備事業（解体を含む）のため、施設整備に伴う維持管理経
費を管理費において計上

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

平成２８年７月１６日リニューアルオープン ―

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他
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課長名

□ 政推枠 〔 〕 □ ■ H29 年度

〔 〕 ■ □ 経過年数 年度

〔 〕 □ □ 1 年

［事業内容］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

53,556

［成果指標等の推移］

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度

教育庁部局名シーリング 外

［事業目的］

事業終了
予定年度

35,063 3,06332,000

そ の 他

鯖江青年の家耐震補強・改修事業

区分 新規 経費区分 生涯学習・文化財課政策的経費 課名 渡辺利章

ビジョン
事 業
区 分

関連する県の計画等 その他

（１）管理棟耐震補強工事
（２）改修工事等
　　　　　①外壁改修（管理棟、宿泊棟、体育館）
　　　　　②体育館改修（屋根全面防水、アルミサッシュ入れ替え、ルーフファン取替、ＬＥＤ照明器具取替）
　　　　　③管理棟、宿泊棟クロス張替
　　　　　④管理棟トイレ改修
　　　　　⑤屋外調理施設の整備

福井ふるさと元気宣言
における位置付け 県　単 補 助 金

国　庫 実行予算
事業
開始
年度

　　　鯖江青年の家について、平成３０年９月開催の福井国体に向けて、管理棟の耐震補強を行うとともに、建物の長期保全を図るため建物の改修を行い、快適な利
用環境を提供する。

30

［予算額の推移等］ （単位：千円）

政　　策

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 主な増減理由

当 初 予 算 額 の 推 移 35,063 115,941
29、30年度債務負担工事115,135千円
H28.2月補正　地方創生拠点整備交付金活用

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 ２９年度 ３０年度 ３１年度 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標
(目標)

30年福井国体までに完了

実績

活動指標
(目標)

実績

［財源内訳・事業主体等］

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 事業主体 県

事業実施方法 直営

補助率
予算額
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課長名

■ 無

□ 有

■ 無

□ 有

事　業　評　価

事      業      名 鯖江青年の家耐震補強・改修事業 部局名 教育庁 課名 生涯学習・文化財課 渡辺利章

［事業の必要性・要求の背景］

不特定多数の青少年が利用する宿泊研修施設であるが、管理棟について耐震診断結果が劣り耐震化工事が必要である。福井国体において宿泊施設として利用もあるた
め、福井国体に向けて耐震補強を行う。また、あわせて、建物の長期保全を図るため建物の改修を行う。
　　　・宿泊棟　　平成７年度　（２１年経過）　建替え　［耐震Ａ］
　　　・管理棟　　昭和４７年度（４４年経過）　開所　　［耐震Ｃ］
　　　・体育館　　昭和４７年度（４４年経過）　開所　　［耐震Ａ'］

［受益者］ ［想定される受益者数］

一般県民

他県の状況 ― 前事業の有無・実績

事業名

（実績）

関連事業の有無・
役割分担

市町との連携状況 ―

事業名

（役割分担）

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた２９年度の変更点 事業評価

― ―

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

-20-


